
学費の公私間格差是正、『私学も無償に』、就学支援金制度の維持・拡充、 
 
 

 

 

 全国で秋の私学助成署名のとりくみがスタートしています。スタート集会、学習会などのとりくみもすすめられています。こうした中、「第 51 回

SAGAうれしのオンライン全私研」時の「全国父母懇代表者会議」及び9月4日(土)全国世話人県会議で「全国私学父母懇・私学助成をすすめる会交

流集会」のオンライン大会としての開催が確認されました。「全国私学助成をすすめる会」事務局を務める全国私教連でも参加を増やすことが方針とし

て決定されています。 

 

 この集会は、私学に通う子どもたちの未来と教育環境の拡充を願い、その実

現に向けて手をとりあって行動する全国の父母、教職員が一堂に会し、私学を

めぐる情勢を共有し、全国のとりくみを学び、ともに秋の運動の成功を期す場

となる集会です。2020 年は北海道での開催をめざし、現地のすすめる会が

奔走してくれましたが、コロナ禍によって中止を余儀なくされました。こうし

た中、全国のつながりを知らない父母・教職員を生まないように、それ以上に

父母の「全国と顔を合わせたい・つながりたい」という強い要求が原動力とな

り、「オンラインによる」という制限付きながら、今年は開催する運びとなり

ました。 

 

 本日10月1日が第1次の参加申し込み締め切り日でした。けれども、ま

だまだ間に合います。オンライン大会の事務局では、申し込みをまだ受け付け

ます。諦めないで、9月10日に発信した「案内」添付の「参加組織目標」を

上回る数をめざして参加を誘ってください。 

ご参加を心よりお待ちしております。 

 

集会要項・参加申し込み方法 

参加申込み書 等は 

fubokon.com へ アクセスしてください 

 

 
 秋の私学助成運動が各地でスタートしています。埼玉では９月２５日に署名のスタート集会を開催しました。東京も９月第２週に開催していま

す。岩手では、９月２１日（火）に概算要求期の県知事向け要請ハガキの提出行動を２校の PTA 会長副会長とともに実施しています。「年収５

９０万円の崖」を緩和したとはいえ、年収６20万円までのほんのわずかな上乗せでした。それを拡充させるための要請ハガキ。５年連続で1万

６０００通を超えて集約しています。現役のPTA役員の前で、県も要求をていねいに聞き取りました。 

  学習会が大きな力に!! 

 山形でも、９月１５日に知事宛ハガキの提出行動を実施し、６６７６通を知事に直接手渡しました。知事との会見を取り持ってくださる県議が、

今年も同席しました。そこで県議は「９１０万円の所得制限を取っ払わないと、『教育の無償化』という公約違反になりますよ」と知事へクギを

指す発言をしてくださいました。 

 その一週間後の山形県組織の機関会議で、各校の９月末集約数が確認されました。まだ、学園によって取り組み度合いに差がある時期ですが、

今年はこの日に４万筆の集約が確認されました。昨年、署名数が県内で最低数になってしまった学園で、今年の署名運動担当者が奮起。教職員対

象の学習会を数回開催し、さらにそこへの参加ができなかった教員に「補習」を実施しました。その結果、各クラスの回収数が昨年よりも飛躍的

に増加し、この時期で昨年を上回る集約数に至っています。署名の必要性を理解し生徒への呼びかけを強める教員が増加したことが理由です。 

 さらに、学内配布が認められていない学園の代表者が、それでも他校と比較してあまりにも自学園の集約数が少ないことに奮起。教職員に働き

かけ集約数を、これもまた昨年を大きく上回る状況にしていっています。 
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